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宮崎縣見湯郡三財村字中村附近石油調査報告

　　　附　九州の油徴地について
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0穐the　Oil　lndic3tion　at　Nakam皿a，

　Sanzai・m庶a，痴y腿・gun，Miya・

　　年akiPrefect皿e，Ky腿shu

by

Heiichi　Takehara

ン　　　　　Two　Kazusα一wells　and　one』hand－dug

　　well　were　tested・for　oiI　exploitation　in　a

　　mudstone　bed　of　the　Kanekura　formation
　　belonging　to　the　Tsuma　group　at　Naka卑ura

　　where　an　oi1・seepage　had　been　found　in
　　1911－1924．One　Kazusa－well　hit　a　poor　oil

　　reservoir　at・the　depth　of130，m．and　got　a

　　1且ttle　oi1and　gas，but　this　well　was　abando－

　　ned　on　account　of　dri皿ng　bits　fell　into　the　・

　　we1L　The　hand－dug　well　showed　also　indi－

　　cations　of　gas　and’oil　which　are　economi・

　　cally　worthless．
　　　　Oil　indications　were、not　observed　at　all

　　in　M：arc豆，1941，when　a　field・survey　was

　　taken　up　by　the　author．The　Tsuma　group
　　of『Miocene　age　overlies’unconformably　the

　　l　Pre－Tertiary（Mesozoic）sediments，consisted

　　of　grey　hard　fine　sands亡one，quartz　san（isto・

　　ne，greyWacke，black　siliceous　slate　and　light　’

　　green　phyllitic　slate．The　Tsuma　group　has

　　a　t益ickne串s　of　about1，800m．and　is　subdi－

　　vided　into6units　in　this五eld．　One　of　them

　　is　called　the，：Kanekura　formation，430血．
　　t簸ick，and　formerly　had　an　oil　indication　in

　　grey　massive　mudstone　withintercalated　lay－

　　ers　of　grey・yelloW7fine　sandstqne，　6cm

　　thick。in　every　l　m．The　Tsuma　group　is
　　of　marine　origin　and　is　mainly　composed　of・

　　an　alternation　of　grey盒ne　sandstone，grey
　　sandy』shale　and　grey　mudstone，with　inte固

　　℃alated　layers　of　conglomerate　in　the　basal

　　part．．It　contains　occasionally　thin　lignite

　　　＊元燃料部

1ayers　and　has　numerous　marine　fo＄sils，mo1・

1uscaンcorals　and　echinoi（1s．　　　　　　　・

　This　field　of　Miocene　sediments　（the－

Tsuma　group）forms　a　monoclinal　structure
generally　strikes　N－S　and　dips150－13Q　eastげ
●
w
a
r
d 　and　has　m　culminations　and　remarka一，

ble　faults　except　a　NW・SE　trendlng　minor

faultat－Chaya．

　It　is　dif巨cult　at　present　to、select　a　sui－

table　place　for　the　test』boring　in　this丘eld．

　　　　　　前：書き
本報告は昭和16年に宮崎縣下の石油徴候地の調査を

喬ぜられて行つた地質調査の報告書で，古いものもある

が，近隼天然ガスその他の地下資源調査や地質研究が当

地附近で行われているのでその発表を求められ，敢えて

旧文をそのま玉提出するわけであるq、

調査期間および調査方法　　　　　　　　　　1

昭和16年3月に30日間，1／20，00・地形実測図を利用し

て面積38km2を地表地質調査した。　、

　　　　　　1．位　置「
　　　　　　　　トノコウリ調査地は宮崎縣兇湯郡三財村都於郡村およぴ三納村の一

部にまたがり，一つ瀬川の右支流の三財川下流にあたる。

至の越力、
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第2圖　見湯郡三財村中村附避地質圖

本地域にはバス道路が発達していて交通は至つて便利で・

ある携た黛西側の高山地幣内とは交通が自由でない。

　　　　　　2．地　 形

本地域には第四紀の数種の砂礫暦がほとんど水李に広

く分布するので，地形についても特に記述する。西側は

日高山脹地幣で標高1，000～1，500mの山岳が聾えてい

　　　ドのるが，調査区域の西境附近で急斜面を域つて低下し，標

高300m域下の海岸李野に接するQ調査区域はその海岸

李野の一部で，標高が西から東へ次第に低下する。三財

川は略々北西～南東方向に海岸李野を貫流し，横谷を形

成している◎台地性の顯著な区域にはほとんど水李に砂

礫暦が分布しているが，丘陵性を幣びた区域には薄い

ローム暦が地形に懸じて分布しているQ当地の高位砂礫

層は旧三財川やその支洗の作つた扇状地および階段堆積

物で，その分布位置によりて新旧7種に区別でぎる。旧

より新への順序で第3および第5の砂礫層は分布面積が

最も広く，第3の砂礫層は薩摩原面を，第5の砂礫層は

外原面を形成し，旧三財川の洗路の変遽を示している。

西方の掃部嶽に源を発する三財川は先第三系地域では深・

　　　　　　　　　　　　ミヅハミい谷を刻み早瀬となつて流下するが，一度水喰で第三系

地域に入為と忽ち川幅を増し中州や広い沖積原を作り低

李広闊な台地の間を悠々蛇行しながら略々南東に向つて

灌洗するQかようにして本地域は典型的な開析海岸李野

の地形を形づくる〇三財川およびその支洗の作つた沖積

65－d（451）
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原は主どして水田に，台地は畑に，狭長な階段地は竹林

に利用されるQ・当地では立派な竹林のあるところ必ず砂

礫の堆積物があつて，植物と地質，地質と地形との相関

が面白い◎

　　　　　　3．地質概論
当地の地質系統を下位より上位へ類別す為と次の如く

なるo
先第三系　　硬砂岩，黒色珪質粘板岩，黒

　（古生代または中生代）色千枚岩質粘板岩，石英砂岩

　　　　　　　　ミヅハミ

（中新期）

・翻馨蹴離灘蠕
（現世期）川原砂礫部層　　　　砂，’礫，粘土

当地域を構成している主要地質系統は海成の第三系

で，北々東～南々西の走向を有し東南東に緩く傾斜し（下

部20◎丙外，上部100内外）その厚さは約1，800mに達

するQ第三系は西部の水喰一野田の線で先第三系を傾斜

不整合に被い，これより東方に各累層は略々李行に帯状

／小森羅砂岩泥岩礪

　　　　薄浮石
　　　　　　　　　ロ岩崎累暦　砂岩泥岩互暦，薄
　　　　亜炭，介，うに化石
　トノコリリ
　都於郡累層　砂岩泥岩互層，
　　　　薄亜炭，薄凝次岩
　　砂，礫，粘二E，植物

をなして分布する◎第三系は当地域だけではその覆蔽現

象が明らかでないが南部の地層に比べて北部の地層は厚

さがやや不足である。

　三財砂礫累暦は植物葉，流木および介化石等を含む陸

成厨（一部孚淡孚戯性か）で第三系を傾斜不整合に被いほ

とんど水李に分布しているが，しばしばその堆積面と思

われる位置に堆積物がなくかつ所々に階段堆積物に被わ　、

れていない丘陵が堆積面上に島状に点在しているのでそ

の厚さは余り大きくはない。

　なお当地は川原砂礫部暦（神積暦）および一部の階段堆

積物（第七砂礫層）を除き一般に厚さ数mの中村ローム

部暦に被われている0

　　　　　　4．’地質各論
　（1）先第＝系

　水喰一野田の線に現われる不整合面の下位には擾乱し

た古期の岩層が発蓬しているがその生成時期は古生代で

あるか中生代であるか明らかでないoその主要構成岩石

は次色細粒砂岩・友色石英砂岩・友色硬砂岩・石墨および

雲母て含み剥理性の発蓬した石英砂岩・黒色珪質粘板岩・

淡緑色チ枚岩質粘板岩・石墨を含む黒色千枚岩質粘板岩

等である。水喰附近の不整合面を形成している砂岩中に

は直径1cm，深さ0』8cm程度の小さな孔が多数見ら

れるがこれらは恐らく第三紀化石動物の墜孔の跡であろ

う。

　（2）第，ヨ系

　当地の第三系は浅海惟を帯びた堆積物で岩相は水李方

0　　5PP　　1δoo　　ミεoo　　‘oo’
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．向に著しく変化するが便宜上下位より・上位へ次の6累暦

に分別される。これらは珊瑚，うに，’海擾介類等の動物

化石を含み，しばしば薄い距淡暦を挾んでいて大塚の命

名した妻厨群に一括される地層であるo
　　ミヅハミ
　1・水喰累暦　これは当地の第三系の基底部を構成

し，先第三系を不整合関係を以つて被い，石尾の北方か

ら野田に亘つて分布する。水喰累暦の厚さは約380m

でその上限は厚さ不定の礫岩暦である。

　本累暦は石尾附近では主≧して礫岩よりなり上部に薄

いシルト岩を挾む。礫岩は直律30cm域下の礫が砂質

物で膠結されたものでその礫は硬砂岩・珪質粘板岩等の

円礫が多いo、

　水喰阻近では上部に礫岩（礫の直径20c母以下）が多

㍉下部には粗粒砂岩・次色シルト岩・凍黄色細粒砂岩

互暦が多い。

　佐敷野附近より南方では友色細粒砂岩と青友色シルト

岩が特に多くなり礫岩は極く僅になる。しかし最下部に

は厚さ数mの細粒礫岩があつて，その上位に直径5cm　・

の石次質團塊を多数含む厚さ数mの石友質砂岩があるo
　　カコイ　β．囲累層ヒれは永喰累暦を整合に被い石尾より編

王寺，囲，雷野に分布する。その厚さは約190mで上

限には薄い炭質泥岩暦がある。本累暦は主として次色シ

ルト岩・友色細粒砂岩およびそれらの互層よりなり，中

部および上部に次のような動物化石を含む◎

　A6露〃sp．Cα翔2％卿sp．y國o～4勉sp．2％あo召sp．T％髭露・

≠o伽sp．珊瑚

　・3．金倉累暦　これは囲累暦を整合に被い石尾の南部

より中村，金倉に分布し，その厚さは約430mで上限

は介化石の破片を含む友色砂質泥岩層である。本累層は

主として塊歌の友色シルト岩・友色砂質泥岩・友色泥岩

等よりなり薄い細粒砂岩を挾む。南部の岩井谷附近では　・

塊状の次色砂質泥岩と友色細粒砂岩が発達して時に両者

が互暦することがある。本累層は次のような介化石を所

々に謹す。

　！16露αsp．C麗oz〆」αθσsp．Z）ゆ名040π！‘z　sp．Vセnθ而6α毎」4

sp．．〈励加sp．漉ρ伽召αsp．Pθ痂枷卿sp．

　本累層に属する泥質岩は崩壌し易く到る所に崖崩を作

　る0
　4．小森累層　これは金倉累暦を整合に被い月中より

小森に亘つて分布する。本累暦の厚さは約370mで，

上限は薄い潭石の層を挾み，かつ炭質物を含む友色塊状

　泥岩である。本累暦は並木以北では主として次色塊状泥『

　岩よりなり稀に細粒砂岩を挾むが，石田域南では次色泥

　岩と友黄色細粒砂岩との互暦よりなる0

　5．岩崎累属　これは小森累暦を整合に被い轟塚・岩

崎附近より後河内・沖河内附近に亘つて分布し，その厚

さは約340mで上限は厚さ10cm垣下の淡黄緑色凝友

質砂岩を挟む亥色塊状泥岩であるo本累暦は岩崎・下麺塚r

附近では薄い細粒砂岩を挾む友色塊状泥岩よりなり，ロ内

肉田以南では主として炭色塊状泥岩と荻黄色細粒砂岩と

の互層よりなる。本累暦は3層以上の薄い炭質泥岩乃至

亜炭層を挾み内山田においては「うに」の化石を淺すお。

　　トノコのり
6，郡於郡累層　これは岩崎累暦上に整合に位し，都

於郡附近より八木佐野附近に亘つて分布し，その厚さは

140m以上である◎本累暦嬬都於郡附近でけ主に友色塊

朕泥岩よりなり時に薄い友色細粒砂岩を挾むが，八木韓

野階近では泥岩中の細粒砂岩の量が増して両者の互暦と

なる。本累暦は2層以上の薄い亜炭暦を挾む。

　（3）第四系
第四系は更新期に属する三財砂礫累暦・中村・一ム部

暦と現世期に属する川原砂礫部層とに分けられる。

1．三財砂礫累暦　本累層は砂・礫・粘土等よりなる

階段堆積物で局部的には水李暦であるが全体としては西

より東へ非常に緩く傾斜し，分布位置および高度によつ

て次の7部暦に分けられる。

1．第一砂礫層本層は第三系を傾斜不整合に被い薩

摩原の北端から茶屋・八木佐野・都於郡に亘り台地を構成

して見掛上水李に分布する。本層は主に爲暦の著しい福

色細粒砂と黄褐色粘土とからなり，流木片，植物葉，介

化右（E”40％α～sp・Co痂6％」αsp・）を1含み・その厚さ

は20m余である。薩摩原北端の旭村附近の切割に露出

する本暦は上位より次の如くである。

第三砂礫暦
不整合＼

黄褐色粘土

黄禍色礫

黄色中粒砂（爲層多し）、

灘臨，㌧
　　　　　　　　　　不整合／
　　金倉累暦（友色砂質泥岩う一

　本層は沖河内南方の切割でに厚さ2m余ゐ淡青友色

粘土中に洗木および炭質物を挾み，八木佐野北方の享角

点附近の路傍では黄褐色細粒砂の下位の青友色粘土中に

洗木および飾04伽θ酷似の諭化石を含み・都於郡町南

西の路傍の瓠割では厚さ6m余の含雲栂細粒砂の下位

の青友色粘土と細粒砂との互層中に植物および介化右の

1破片を産す。

　本層の分布は西部では海水準80卑余に，東部では都
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於郡町附近で70m余に位置し，大塚の通山浜暦および

竹山の仲蘭原暦は本暦に相当するようそある。

　2．　第二砂礫層　本層は編王寺対岸（西方）の高さ120

m附近の台地匠点々と分布し，主として砂礫よりなり，

その厚さは10m塚下である。本層は第一砂礫層ととも

に当地域が沈降した時の堆積物と考えられる。

　3．第巨砂礫層　本暦は編王寺対岸（西方）の高さ100

m内外の台地に点在しさらに旭村より茶屋，内田に亘つ

．て分布し，主として入頭大域下の礫よりなり，その厚さ

は十数mである。本暦と第一砂礫暦とは不整合面を挾

んも相接することがある。

　4．第四砂礫層本層は水喰・囲附近の高さ70m丙

外の台地に点々と分布し，主として砂礫より欺り， その

厚さは10m颯干である。

　5．第五砂礫属　本層は福王寺より縮塚・前原に亘つ

七分布し，幅王寺附近では高さ60m，縮塚附近では高

さ40m内外の位置にあるo本層は厚さ10m以下で，

直径50cm』以下の，主として硬質砂岩の礫よりなり稀

に薄い砂を挾んでいる。

略．第六砂礫暦および第七砂礫層　これらも各々の厚

さは10m域下で主に砂礫で構成されている階段堆積物r

である。これらは親在の河洗に溢い小面積を占やて，点

在しており河床に対して比較的高位置に分布する堆積物

が第六砂礫層であり，そうでないものが第七砂礫層で

あるo第六砂礫層は第七砂礫暦より生成時期が古いとい

う考えのもとに両者は区別される。

　2．中村ローム部層本層は川原砂礫部層（沖積暦）と

第七砂礫暦颯外の全ての地層を不整合に被い大部分が地

形に感じて発達した風成層であつて，その厚さは数m

である◎本暦み下部は直径1cm域下の小礫を交えた厚

さβm螺下の黄褐色・一ムで，中部は厚さ3m以下の

．淡黄褐色の浮石の暦よりなわ，上部は厚さ2m域下の

黒土よりなる。上・中・下部の厚さは露出地により差異が’

毎るが黒土は厚さ11n内外の場合が最も多く，浮石の

層は厚さ20～50cmであるのが普通で，黄褐色ロームは

厚さ1m内外のことが多い。黄褐色ロrムと浮石の暦

・との境は不解明で漸移する所もある。

　3．川原砂礫部層　本暦は現在の河洗の滑岸に氾濫原

をなして発産中の沖積暦で主として砂礫妙なるP河床

、には所々に第三系が露出しているのでその厚さは余り大
’
き
く はない◎

　　　　　　　5．地質構造
　調査地域の西端に分布する先第三系（古生界または中

生界）は概して北西に急傾斜しているが水喰附近では1

背斜構準を形成しているようである。第三系は先第三系

を傾斜不整合に被い南東または東方に緩く傾斜してい

る。その傾斜角度は下部では206内外，上部では10。内

外で各層は整然と重なつている。レかし稀な例であるが，

南東部の茶屋附近の1局部には小断暦があつて・そのた

め地層の走向が東西方向に急変している所がある。

第三系は堆積時の還境の変化により岩相が水準方向に

著しく変化している。最下部の水喰累麿は北部では主に

礫岩であるが南部では砂岩であり，囲累暦以上の累層は

北部では主嗜泥岩であるが南部では砂岩と泥岩との互層

である。ま売第三系の厚さは南部より北部の方がいくら

か薄い。
’
三
財
砂
礫 累層は第三系を不整合に被し・一般に広くほと

んど水李に台地に分布する。それらの分布位置よりみて

第一砂礫層と第二砂礫層は陸面下降時に，他は上昇時に

生成された堆積物であろう。

　　　　　　　6．石　　油
　　　　　　　　　　　　　モ　明治44年（1911）から夫正3年（1914）に，かけて宮崎縣

延岡市の日高栄三郎は見湯郡三財村字中村地内の井上一・

五郎宅の東方約100mの籔の中に油徴を認め，日高が

出資して油徴地附近に手掘および上総掘を各菱1坑試掘

したが稼行に堪える石油が出なかつた4）で擾坑したoそ

の後犬正13年（1924）より翌年にかけて瀟岡市の柴田三

三郎は同斯附近に上総掘を1坑試掘しぞ少量の出油とガ

スの発噴をみたが，掘墾上の失敗で「ピ1ット」を坑井内に

落し潔さ約130mで放棄した。ガスの発噴は農家2軒

で炊事用に利用でぎる程度であつた。

　筆者が当地を調査した昭和16年3月1 （1941）には覆坑

＼井附近は竹籔でその中を幅2mの小ざな谷が北恥ら南

に洗れており，流水は全て途中から樋で西側の農家に導

かれていた。谷め両側の高さ10mの崖には第五砂礫暦

が露出し，獲坑井に近い谷底には金倉累層が塵かに現わ

れていた。谷底の金倉累層は主に次色塊状の泥岩である

がその中に厚さ6cmの友黄色細粒砂岩が1m毎に挾
まれている。筆者はその砂岩や泥岩に対して特に油徴に

注意したがなんらうるところがなく，唯砂岩や泥岩は

N20。E．の走向で南東に15。傾斜し，海櫻二枚介化石を

産することを知つただけであつたo・上総掘第1号井（日

高）は谷底に試掘されたが既にその跡さえ不明となり，

上総掘第2号井（柴田）は谷の右側8mの扇状地礫の中

にあつて，直径im余，深さ約4mの竪坑の中央に
ε吋鉄管が突出ている。竪坑の中に溜水はないじ手掘第

1号井（日高）は上総掘第2号井の北方約60mの小高い

所（谷の右岸6m）にあつて，坑口はL5m2，現在深度

4．5』mで溜水はなく，坑壁には次色塊歌の泥岩が露出し

てし｛る。上総掘第2号井と手掘第1号井はともに試掘当
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時石油およびガスの籔候を示したといわれるが，現在は

両者とも全く油徴を欠いている。

　調査地域内には現在観察でぎる油徴がなく，かつ当地

を構成する主要岩暦である第………系は余りにも整然と箪斜

構造を形成しているので適当な石油試掘地選定は容易で

ない。

　　　　　　　　　7．後書き

　第二次世界大職後わが國の石油調査法は長足の進歩を

とげているので，今ではこの報告の結論めいた一部は特

に石油に対して貰を失しているかも知れないことを恐れ

る。例えば地化学的方法を利用して油徴の発見に努めた

り，試錐や物探を適当に鷹用して岩相変化の駄況を調査

したり，さらに石油の成因や貯溜に関係の深い堆積上の

諸問題を究明して始めて当地の石油鉱床についての結論

を握みうるのであつて，石油鉱床の基礎的調査法ではあ

るが箪なる地表地質調査の結果のみでほ勿論信愚性のあ

る結論は生れ難い◎しかし当地附近の地表に適当な石油

母麿と認定できる堆積岩が見当らないのはさみしいo

　　　　　　　　　　　　　（昭和16年3月調査）

　附記　九州地寿の油徴地は当地の他にさらに次の箇所

が知られているが，それらの油母暦についてまた貯溜機

構についてはほとんど知られていない0

　1．宮崎縣兜湯群三財村字中村

　油母層は油津附近の妻層群最下部の0ψε名梛’吻60卿・

μ伽伽を含む層準附近の厚さ50m’位の黒色頁岩であ

るかも知れない◎妻層群の下位には不整合面を隔てて古

第三系に属する日南層群があつて油思暦を挾有している

かも知れないが，油津より45kmも北方の三財村附近

では妻暦群下部の黒色頁岩も日南暦群も欠暦となつてい

るo権蓬：はi緩い軍烈構造であるo　　　　　、

　乞　鹿見島縣囎麟郡岩川町北西部

，3．熊木縣宇土郡三角町北東部

　白垂系上部と古第三系との境界（不整合？）附近の古第

三系中に油砂がある。赤崎暦または白岳層中のものであ

る。以下地暦名は松下久道博土の名称を借用する。油母

層は白璽系上部中には考え難いので古第三系中にその根

源を求めると赤崎暦の異相と称される深海暦（海成）中の

含有孔虫黒色頁岩（時に厚暦となる），志岐山層（棚底暦，

楠甫層，栖本暦）（長尾博士の教良木砂岩）中の含有孔虫

黒色乃至黒友色頁岩および坂獺川暦下部の含有孔虫黒茨

色板状頁岩等である。構造は軍斜構造であるが天草上島

の合津背斜の如きものがあつてその翼部を成しているか

も知れない。

　4．熊本縣天草郡下島鬼池北西方海底

　干潮時に坂瀬川暦中より出油する歌況がみられる。油

母暦については（3）と同様であろう。油徴地は，南北方

慮で緩々かな宮野河丙背斜の北方延長部に当る。

　5．長崎縣西彼杵郡黒瀬村大島

　松島炭鉱大島鉱業所の坑内にて出油，その他試錐岩蕊

にも油臭があるo油徴は大辻階の崎戸（爽炭）層中部め細

粒砂岩中にある。当地の古第三系め基盤岩は花崩岩であ

つて，古第三系中にも油母暦として考えられる地暦は見

当らない。現在知られている地暦中にしいてこれを求め

，るならば寺島層中の黒次色頁岩ぐらいのものである。崎

戸層より遙力）に上位の佐世保暦群上部の野島累層下部

にジρyoJ伽吻兜如勉を含む黒色頁岩があつてその厚さ

は40mぐらいであるが非常に連続性のある岩相を示し

ている。この黒色頁岩が一慮紬母暦に当りはしないかと

想像されるが，大島の佐世保層群は北部の牛首ノ鼻の一・

部に筐かにみられる牛首暦（佐世保暦群下部の相浦累暦

相当層）のみでしかも西彼杵暦群（杵島層群または芦屋層

群相当暦）とは断暦関係で接しているので，当地の油徴

と野島累暦下部の黒色頁岩との関係は甚だ不鮮明であ

る。当地の構造は緩い軍斜構造であつて背斜説や断層閉

塞による石油貯溜の考えは当てはまらないので，他に堆

積上のトラップを追及せねばならない。

　．以上は九州嗜も石油があることを報告するとともに北

九州古第三系の爽炭層中に石炭と石油が共存する事実を

指摘し・石油鉱床の成因ならびに貯溜機構についても從

来の説ではあきたらないものを感じたので追記した。

　　　　　　　　　　　　　　（昭和27年4月記）
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